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連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Autumn 2017

2017秋号

だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

労福協

事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ
シリーズシリーズシリーズ運動継承！運動継承！運動継承！

贈る言葉贈る言葉贈る言葉
事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

生活底上げ・共助拡大キャンペーン生活底上げ・共助拡大キャンペーン

対県知事要請・第10回ロッキー奨学金授与式対県知事要請・第10回ロッキー奨学金授与式

静岡労済通常総代会・
全労済静岡県本部代表者会議
静岡労済通常総代会・
全労済静岡県本部代表者会議

全労済創立60周年レセプション全労済創立60周年レセプション

労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ

県生協連 第52回通常総会県生協連 第52回通常総会

地域地区労福協活動紹介地域地区労福協活動紹介

第13回川柳募集第13回川柳募集

フードバンクふじのくに活動状況フードバンクふじのくに活動状況

ユニオントラベルお薦めの旅ユニオントラベルお薦めの旅

ALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせ

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.26
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.26
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.26

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.26
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③
自
然
災
害
に
つ
い
て
　
2
0
1
6
年
は
8
月
か
ら
の

9
つ
の
台
風
に
よ
る
被
害
や
鳥
取
県
中
部
地
震
・
福
島
県

沖
地
震
、さ
ら
に
は
新
潟
県
糸
魚
川
大
火
な
ど
、全
国
各

地
で
予
期
せ
ぬ「
ま
さ
か
・
ま
さ
か
」の
災
害
が
発
生
し
、

多
く
の
組
合
員
が
被
災
に
見
舞
わ
れ
た
。被
災
受
付
件
数

は
4
月
の
熊
本
地
震
を
含
め
4.5
万
件
、支
払
共
済

金
は
約
1
9
0
億
円
と
な
っ
た
。一
方
、静
岡
県
は
、昨
年

・
一
昨
年
度
に
続
き
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
が
少
な
い
年

で
あ
っ
た
。し
か
し
、昨
今
の
全
国
各
地
で
の
ゲ
リ
ラ
豪

雨
等
に
よ
る
自
然
災
害
を
目
の
当
た
り
に
す
る
都
度
、

「
ま
さ
か
」の
為
の
備
え
の
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。「
ま
さ
か
」の
時
に
自
分
達
は
ど
う
行
動
す
べ
き
か
、

一
度
職
場
や
ご
家
族
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

④
創
立
60
周
年
を
む
か
え
　
1
9
5
7
年
6
月
10
日
、23

　
静
岡
労
済
・
全
労
済
静
岡
県
本
部
は
７
月
３１
日

（
月
）、静
岡
労
済
第
６２
回
通
常
総
代
会
と
全
労
済
静

岡
県
本
部
第
8
回
代
表
者
会
議
を
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
静
岡
に
お
い
て
、総
代
定
数
１
５
０
名
の
う
ち
、書

面
議
決
を
含
め
１
４
7
名
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
伊
東
・
熱
海
地
区
運
営
委
員
会
総
代
の
戸

崎
孝
雄
氏
と
志
太
榛
原
地
域
労
福
協
総
代
の
片
山
勝
彦

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、佐
竹
理
事
長
よ
り
、2
0
1
6
年
度
の
事
業
状

況
、2
0
1
7
年
度
の
推
進
活
動
、自
然
災
害
と
創
立
60

周
年
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

挨
拶
の
概
要

①
2
0
1
6
年
度
の
事
業
状
況
と
活
動
　
総
加
入
件
数
・

口
数
と
も
期
首
割
れ
と
な
っ
た
。大
き
な
要
因
は
地
域
の

加
入
者
を
中
心
と
し
た
こ
く
み
ん
共
済
の

解
約
流
出
で
あ
っ
た
。職
域
で
は
団
体
保
障

制
度
の
提
案
な
ど
に
よ
り
、口
数
で
は
期
首

を
上
回
る
成
果
が
あ
っ
た
。

②
2
0
1
7
年
度
の
推
進
活
動
　
2
0
1
7

年
度
は『
中
期
経
営
政
策
』の
最
重
点
目
標

で
あ
る「
事
業
の
回
復
」を
成
し
遂
げ
る
た

め
の
最
終
年
度
と
な
る
。前
年
度
に
引
き
続

き
、「
団
体
生
命
共
済
」「
住
ま
い
る
共
済
」

「
マ
イ
カ
ー
共
済
」「
自
賠
責
共
済
」「
こ
く
み

ん
共
済
」を
重
点
共
済
と
位
置
づ
け
、職
域
・

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

静
岡
労
済
通
常
総
代
会
・

全
労
済
静
岡
県
本
部
代
表
者
会
議
が
開
催

名
の
発
起
人
と
設
立
趣
意
書
に
賛
同
す
る
県
下
3
2
5

名
の
労
働
組
合
の
代
表
者
の
皆
さ
ま
の
熱
い
想
い
に
よ

り
、静
岡
労
済
の
運
動
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
し
て
、本
年

6
月
10
日
、創
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
。こ
れ

ま
で
の
多
く
の
諸
先
輩
方
の
ご
努
力
で
、静
岡
県
本
部

は
、口
数
で
全
国
6
番
目
に
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

組
織
改
革
に
よ
り
、静
岡
県
本
部
は
2
0
1
7
年
9
月
か

ら
は「
静
岡
推
進
本
部
」と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
。引
き
続
き
、協
力
団
体
・
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、「
不
易
流
行
」を
行
う
中
で
、全
労
済

の
理
念「
み
ん
な
で
た
す
け
あ
い
、豊
か
で
安
心
で
き
る

社
会
づ
く
り
」を
抱
き
、運
動
を
推
進
し
て
い
く
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
議
案
審
議
・
付
議
事
項
は
す
べ
て

提
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
、盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、今
年
は
役
員
改
選
期
で
あ
り
、別
表
の
新
役
員

体
制
に
な
り
ま
し
た
。

佐竹理事長

新役員の皆さま
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2017年度　静岡県労働者共済生活協同組合　役員体制（敬称略）

退任役員
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　７月21日（金）、第10回ロッキー奨学金の授与式がＡＬ
ＷＦロッキーセンター会議室にて行われました。
　『ロッキー奨学金』は、静岡県労働金庫の会員（県内の労
働組合など）により静岡県労働金庫特別利用配当金から
拠出され２０１０年６月に創設した『地域役立資金』の
内、県労福協が管理している“人づくり資金”から奨学金
20万円を給付する制度（返済不要）です。また、奨学金の対
象者は、静岡県内に在住もしくは企業などに勤務する勤
労者の子弟で経済的支援が必要と認められる学生で、い
ずれの学生も各大学から推薦いただいた優秀な方達で
す。今回の授与式では静岡大学・静岡県立大学・静岡文化
芸術大学で奨学生を募集し、各大学から成績優秀な方９
名を推薦していただきました。
　授与式の冒頭、県労福協池冨理事長から「ロッキー奨学
金は労働金庫と労福協が作った素晴らしい制度である。

川勝知事へ４項目を要請

「フードバンクふじのくに」への支援をお願いした
い〈継続要請〉
財政支援・活動拠点の提供を含みフードバンク事業
への具体的な支援策の実施を要望した。
消費者教育推進法による消費者教育推進地域協議
会の各市町設置の指導を継続されたい。〈継続要請〉
消費生活センターを有している市町への消費者教
育推進地域協議会の設置について各市町への指導
を要望した。
奨学金（日本学生支援機構）利用者で県内就職者に対
して、利子補給制度の新設を要望したい〈継続要請〉
県内就職希望者に対して奨学金返済利息の援助制
度の新設を要望。新設に当たっては当協議会、福祉
事業団体の活用を要望した。　　　　　　　　　　
「ライフサポートセンターしずおか」に対する積極
的な行政支援をお願いしたい〈継続要望〉
広報誌・ホームページ等への掲載、周知活動に、ご支
援・ご協力を要望した。

　静岡県労福協の池冨理事長は８月３日静岡県庁別館で
川勝知事と面会をし、２０１７年度の「対県要請」を行い
ました。当日は要請書を提出し、連合静岡の会長を兼務し
ている県労福協の池冨理事長が挨拶を行い、大滝専務理
事が要請のポイントの説明をおこないました。関係部局
の部長よりコメントをいただ きました。時間の関係で全
ての項目について意見交換が出来ませんでした。
　今年度は、県労福協・労働金庫・福祉基金協会の３団体
から４項目の要請があり、７月の事業団体責任者会議を
経て県労福協が取りまとめをし、要望書を作成しました。
尚、フードバンクの要請項目については県と関係部署と
の協議を後日行うことになっています。

■要請項目

要請１

要請2

要請3

要請4

2017年度「対県要請」

ロッキー奨学金
授与式

奨学生の皆さんはしっかり勉学に励み、家族のため、社会
に役に立つ社会人になることを期待したい」と挨拶を行
いました。
　続いて、労働金庫の古川理事長は「労働金庫は利益を目
的に事業を行っていない。利益が出れば直接・間接的に労
働金庫の会員などに還元をしている。また、地球温暖化防
止の為活動している団体や社会的弱者を支援している団
体などに寄付を行い、明るい社会を創る活動を行ってい
る。ロッキー奨学金を有効に使って、皆さんの明るい未来
に役立ていただきたい」と挨拶を行いました。
　その後、各大学の代表から謝辞の挨拶を受けました。

静岡県生活協同組合連合会
第52回通常総会が開催されました。
---すべての議案が議決され、2017　年度役員が選任されました---
静岡県生協連第52回通常総会が６月23日（金）に開催されました。代議員50名（本人出席32名、書面議決14名、
委任４名）の出席のもと議事が開催されました。宮﨑泰成専務理事より事業報告がされたのち監査報告がされ、
質疑ののち次の４つの議案について採決が行われ、満場一致で可決されました。
　第１号議案　2016年度活動報告、決算報告　承認の件　　
　第２号議案　2017年度活動方針、予算　承認の件

2017年度役員体制
（会　長）稲垣　滋彦（生活協同組合ユーコープ　顧問）
（副会長）佐竹　功（静岡県労働者共済生活協同組合　理事長）
（専務理事）宮﨑泰成（生活協同組合ユーコープ　しずおか県本部長）
（常務理事）中村範子（員外）・江﨑玲子（員外）
（理事）尾上友宏（静岡県教職員生活協同組合　理事長）
　　　加藤恒一（浜北医療生活協同組合　専務理事）
　　　芹澤潤二（生活クラブ生活協同組合　専務理事）
　　　田口暢子（生活協同組合ユーコープ　理事）
　　　寺西道治（あいち生活協同組合　専務理事）
　　　永戸信子（生活クラブ生活協同組合　理事）
　　　藤﨑　稔（スズキ生活協同組合　理事）
　　　細谷里子（生活協同組合パルシステム静岡　理事）
　　　丸山晃弘（静岡大学生活協同組合　専務理事）
　　　望月美可（生活協同組合ユーコープ　理事）
（監事）小林幹夫（生活協同組合パルシステム静岡　執行役員）
　　　廣瀬栄子（生活協同組合ユーコープ　監事）

2016年度の主な活動

2017年度の主な活動

行政や諸団体とのネットワークを拡充し、県民のくらしと平和を守る取り組みを会員生協とともにすすめました。

～重点方針～
行政や諸団体とのネットワークを強化し、会員生協とともに
県民の平和でよりよいくらしにつながる取り組みをすすめます。
１.50年の節目の年に記念事業を、年間を通じておこないます。
２.平和で安心して暮らせる活動を推進し、住みよい地域づくりをめざします。
３.会員生協の活動支援につながるよう、行政や諸団体との関係づくり強化を
　すすめます。

【緊急災害時に備える取り組みについて】
災害時に諸団体と連携した支援活動を進め
るために、「静岡県内外の災害ボランティア
による救援活動のための図上訓練（3月）」（県
労働者福祉基金協会・県ボランティア協会主
催）に参加しました。

【困窮者支援の取り組みについて】
生協大会（昨年11月開催）ではフードバンク
ふじのくにの活動を学び交流しました。フー
ドドライブはユーコープ（県内全17店舗で
実施）、パルシステム静岡（防災用備蓄品買い
替え時に実施）で取り組まれています。

【協同組合間の提携活動の推進について】
国際協同組合年から継続して行っている富
士山麓育林活動（富士宮市）に生産者団体、労
働者福祉団体の皆さんとともに参加しまし
た。また、ALWFゼミ３講座に参加し、学習と
交流を行いました。

第３号議案　役員選任の件　　　　　　　　　　　　　　
第４号議案　役員報酬決定の件

2017年は静岡県生協連創立から50年の節目の年とな
ります。9生協、組合員約５万人で発足した当連合会は、
組合員約１１０万人、事業高６００億円にまで成長し
ました。次の５０年に向けて、県下の消費者、行政、諸団
体の皆様との協同をさらに進めてまいりたいと存じま
す。どうぞ変わらぬご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願
い申し上げます。
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それに２４時間３６５
日、 好きな時間に利
用出来る
らしいよ。

それなら将来の事を
考えてインターネット
バンキング投資
信託をやって
みようかな。

インターネットバンキング
投資信託

パソコンやスマートフォンで投
資信託の購入や解約、 残
高照会などが出来るように
なったんだ。

それは便利に
なったね。

どうやって手続き
すればいいの？

〈ろうきん〉 の
ホームページに
詳しく載って
いたよ！！

47

活動報告

フードバンク
ふじのくに
　先日、静岡市宮ヶ崎にある

「フードバンクふじのくに」事務

所に年配の女性が立ち寄り、「暑

いですが、みなさん頑張ってくだ

さい。ささやかですが、活動の資

金として使ってください」と寄附

金をおいて行かれました。私たち

の活動が認められた気がして、

とてもうれしく思いました。

　また、6月には子どもの貧困問

題に関心を寄せる「ライオンズク

ラブ国際協会334-C地区」（静

岡県内80クラブで構成）から寄

附をいただきました。この寄附

は、県民生活課が、子どもの貧

困支援の活動をしている団体と

して「フードバンクふじのくに」を

ライオンズクラブに紹介してい

ただいたことにより実現に至りま

した。日頃から、県や市町の部署

などと良い関係をつくり、情報交

換をしていくことの大切さをあらためて感じました。

　2014年5月の活動開始から3年が経ち、2017年5月

末までの3年間に寄贈を受けた食料は117トンに達しまし

た。フードドライブなどで食料を寄贈していただくことに

より、みなさんに食品ロスや生活困窮者の問題に関心を

持っていただければと思っています。

　寄贈を受けた食料のほとんどは市町の福祉関係課・社

会福祉協議会や福祉関連組織を通じて、生活困窮者の

もとに届けられています。フード

バンクの活動は、生活に困って

いる人に食料を渡して終わりで

はありません。貧困状態の人は

様々な問題を複合的に抱えてい

ることが多く、市役所・社協、そ

の他の支援団体とも連携して、

問題解決に向けて支援すること

を私たちは目指しています。

　「フードバンクふじのくに」へ

の期待は日を追うごとに高まり、

県内各地より食料支援の要請が

事務所に続々と寄せられていま

す。しかし、すべての要請に応え

るには活動資金が不足しているのが現状です。「フードバ

ンクふじのくに」の活動は収益事業ではなく、賛助会費と

寄附金が活動の資金源となります。今年3月には寄附に

対して税制優遇措置が適用される認定NPO法人となり

ました。「認定NPO法人」の特性を生かし、企業に対して

も寄附の呼びかけを進めて行きたいと思います。生活困

窮者等、支援を必要としている人に食料を安定的に提供

する運営基盤強化のために、「フードバンクふじのくに」

へのお力添えをお願いします。

インターネット
バンキング投資
信託って何？

〈ろうきん〉で
インターネットバンキング
投資信託が出来る
ようになったみたいだね。

誰でも気軽に参加！チャレンジ川柳

川柳募集第13回
「ろうきんグリーン友の会県連絡会」
「静岡県退職者福祉協議会」共催

【ライフサポートセンター友の会】協賛で
川柳の募集を行います。

今年のお題は
　「お弁当」

募集期間　２０１７年１１月１日(水)～１１月３０日(木)
応募規定　＜ろうきん＞や＜全労済＞にお取引のある方であれば、　
　　　　　どなたでも参加できます。ただし、お一人さま一首、未発
　　　　　表のものに限ります。
応募方法　所定の用紙に記入して、下記に備え付けの応募箱に投函
　　　　　または窓口にご提出ください。　　　　　　　　　　　
　　　　　・静岡県労働金庫　本支店
　　　　　・県および各地の労働者福協議会事務所
　　　　　・ライフサポートセンターしずおか各事務所
　賞と賞品　最優秀賞　１点　１万円相当の商品券
　　　　　優 秀 賞　　５点　５千円相当の商品券
　　　　　佳　   作　数点　３千円相当の商品券
　　　　　入      選　数点　千円相当の商品券

お問合せ先　ろうきんグリーン友の会県連絡会事務局
　　　　　　静岡県退職者福祉協議会事務局　
　　　　　　☎０５４－２７５－１３８８
協　　　賛　ライフサポートセンター友の会
後　　　援　静岡県労働者福祉協議会・静岡県労働金庫・全労済静岡県本部

★応募作品は、外部の有識者による審査会にて、厳正に審査致します。
★入選作品の著作権は「ろうきんグリーン友の会県連絡会」「静岡県退職者福
　祉協議会」に帰属するものとします。
★入選作品ならびに入賞者は、ライフサポートセンター友の会・会報新年号にて
　公表します。
★最優秀賞ならびに優秀賞は、表彰式を行います。佳作、入選者は賞品の発
　送をもって表彰に代えさせて頂きます。
★応募者の個人情報は、入賞者への賞品の発送及び本件に関する諸連絡に
　のみ使用させていただきます。
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格差社会への警鐘
労福協は、

改善に向けて行動します！！
2017.11.1～
　　2018.1.31

生活底上げ・
共助拡大
キャンペーン

①地域・地区労福協および各会員労組における学習会を開催します。
②壁新聞での告知、街宣活動、ライサポ友の会会報等へ掲載します。
③来年1月12日ALWFトップセミナーをキャンペーン特別編として開催します。

①労金「おまとめスリムキャンペーン」を積極的に支援します。
②全労済「労済運動拡大キャンペーン」を積極的に支援します。

①フードバンクふじのくに「運営基盤強化策」を各団体と連携し支援します。
②賛助会員の拡大と共に取組みに賛同いただける企業へ寄付金の要請活動を行います。
③フードドライブを労福協イベント時に実施し、冬季県下統一フードドライブを
　積極的に支援します。

３．フードバンクの取組みにより生活困窮者支援につなげます。

①給付型奨学金の更なる制度拡充を全国の運動として進めます。
②教育格差の是正と教育費負担の軽減を全国の運動として進めます。

4．奨学金問題の改善や啓発活動に引き続き取組みます。

２．労金・全労済の機能活用により可処分所得の向上につなげます。

１．格差の実態・問題点を広く多くの人に伝えます。
みずほ総合研究所作成より
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国境なき医師団の活動について 宇 宙 を め ざ せ！
講師：加藤 寛幸 さん 
国境なき医師団日本会長・小児科医 講師：土井 隆雄 さん 

宇宙飛行士・京都大学特定教授

写真：アフガニスタンで新生児を診療する加藤寛幸医師（2015年）

     

真宗大谷派僧侶、フリーアナウンサー。京都市在住（正念寺）。17年前に立ち上げた「日替わり法話」が
Yahoo! JAPANの検索1位となり、マスコミにて取り上げられる。お寺のみならず、全国各地のカル
チャーセンターや企業研修など、多くの場で法話会を実践し、その気さくな人柄とやわらかな語り口で
人気を博している。現在は、広島経済大学客員教授、中日新聞社やNHK、読売文化センター「心の講
座」の講師としても活躍。著書多数

妙慶さんのちょっといい話 講師　川村妙慶（かわむらみょうけい）さん

（公財）静岡県労働者 福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6 箇所のセンターで相談に応じます。

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
受付は平日

9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 お気軽にご利用下さい。

暮らし
何でも相談

美しさを保つための食事のポイントや腸と美容の関係、食を選択するうえでの3つの原則を、
2016ミス・ユニバース・ジャパン・ビューティーキャンプで講義を担当した講師がお伝えします。

脳とカラダについての話と、セラテープ（セラバンド）を使った
運動機能筋力低下防止トレーニングを行います。

【当日実技用セラテープ代300円を頂戴します。】

認知症を正しく理解し、ならない・させない予防と
秘訣を学びます。

日時：12/2（土）10:00～12:00 　会場：長泉町福祉会館　参加費：無料
申込：ライフサポートセンターしずおか東部事務所　☎ 055-929-9820

日時：12/2（土）14:30-16:30
会場：藤枝市民会館
申込：ライフサポートセンターしずおかしだはいばら事務所
  　　☎ 054-646-6055
講師：静岡県柔道整復師会   健康推進部員

講師：加藤初美さん
管理栄養士

日時：11/25（土）13:30～15：30　会場：浜松市地域情報センター　
参加費：無料　申込：ライフサポートセンターしずおか西部事務所 　☎ 053-466-6307

日時：11/23（木・祝）13:30～15：15　
会場：静岡労政会館6階ホール　参加費：無料
申込：ライフサポートセンターしずおか中部事務所
　　 ☎ 054-270-3963

日時：10/21（土）13:00～15：00　
会場：沼津労政会館　参加費：無料
申込：ライフサポートセンターしずおか東部事務所　☎ 055-929-9820

美しくなるための食事法

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

お口と脳の健康講座（連続2回）

イキイキ健幸生活 脳いきいき講座

専門は小児救急、熱帯感染症。島根医科大学
卒業、タイ・マヒドン大学で熱帯医学ディプロ
マ取得。東京女子医大病院小児科で研修後、
シドニーこども病院、長野県立こども病院、静
岡県立こども病院などで集中治療、救急医療
に従事。ＭＳＦには2003年より参加し、2015
年3月より現職。2017年1月『週刊朝日』の

「2017年を元気にする100人」に選出された。

1985年、毛利衛さん、向井千秋さんとともに、日本で初めて宇宙飛行士と
して選定される。1997年スペースシャトル「コロンビア号」に搭乗し、日本
人初の船外活動を実施。2008年、スペースシャトル「エンデバー号」に搭
乗。国際宇宙ステーション（ISS）日本実験棟「きぼう」の船内保管室をISS
に取り付け、日本が開発した最初の有人宇宙施設に乗り込んだ初の日本
人となる。2009年、国際連合宇宙応用専門官としてオーストリアを拠点に
活動、2016年より現職。

日時：11/11（土） 13:30-15:30  
会場：富士宮市保健センター
申込：ライフサポートセンター
　　　しずおか岳南事務所
　　　☎ 0545-57-6029

日時：12/3（日）13:30-16:00
会場：浜松労政会館　参加費：無料
日時：12/17（日）13:30-15:30
会場：iプラザ（磐田市）　参加費：無料
申込：ライフサポートセンターしずおか西部事務所
 　   ☎ 053-466-6307
講師： 志村孚城さん
     　　日本早期認知症学会名誉理事
　　　奥山恵利子さん
     日本認知症ケア学会代議員

1回目　お口の健康
歯周病と全身の関わり、口腔機能低下症について
日時：10/14（土）10:00-12:00  
講師：森野 智子さん　静岡県歯科衛生士会会長
　　 静岡県立大学短期大学部歯科衛生学科講師 

2回目　脳の健康
認知症に負けない～認知症予防、認知症と運転等～
日時：10/28（土）10:00-12:00
講師：奥山 恵理子 さん　日本認知症ケア学会代議員
　　 精神保健福祉士・主任介護支援専門員

会場：ALWFロッキーセンター　参加費：無料　申込：ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　☎ 054-270-3963
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歴史と文化

日本一を誇る抹茶の王国
　穏やかな気候と矢作川の川霧に恵まれた西尾は全国生産
量約３０％を占める日本一の抹茶の里。その歴史は吉良家ゆ
かりの寺である実相寺境内に開祖・聖一国師がお茶の種をま
いたことに始まる。町を歩けば抹茶カフェ＆スイーツの店があち
こちに。また抹茶づくりやお点前体験ができる茶屋もある。

歴史公園と岩瀬文庫

自然とアートの佐久島
　三河湾最大の島である佐久島は、美しい自然と古い
町並みが残されている一方で、現代美術のアーティスト
による展示、展覧会などが随時開催されている。自然の
散策と展示作品を鑑賞・体験してみるのも面白い。島を
訪れるには、市営の渡船か海上タクシーを利用する。

お問い合わせは

資料提供：( 一社 ) 西尾市観光協会

「ユニオントラベル」がお薦めする

京都との歴史的な関わり、伝統産業の育成、碁盤の目状につくられた街路といっ
た特徴を持った「小京都」で京都ゆかりの全国の自治体が、京都とともに「全国
京都会議」を１９８５年（昭和６０年）に結成し、北は松前から南は知覧まで全国
５３市町が加入し、文化財や町並み保存に努めている。そんな中から、今回は
隣県愛知県の「三河の小京都」西尾を紹介したい。

鎌倉時代の初期に足利義氏が築城した西条城がはじまりと
伝えられる西尾城。その城跡が西尾市歴史公園として整備
され、数寄屋風の旧近衛邸や京風庭園がみられる尚古荘な
どがある。ここでは抹茶のサービ
スも受けられる。公園の北に位置
する岩瀬文庫は、地元の実業家
岩瀬弥助が独力で蒐収した古
典籍を中心とする古書の博物館
である。

西尾
三河の小京都

　松平六万石の城下町として栄えた西尾。京都にゆかり
のある寺社仏閣も多く、「三河の小京都」の名にふさわしい
風情のある町並みを散策できる。また、吉良エリアは、赤穂
浪士の敵役としてのイメージが強いが、水害から領地を守
るため堤防を一夜で築いたといわれ、地元では名君と慕わ
れる吉良上野介義央公や尾崎士郎、吉良の仁吉など、歴
史上の人物にまつわる見どころが多彩である。

　7月４日（火）賀茂地
区退福共とろうきんグ
リーン友の会合同で「お
んな城主　直虎ゆかり
の地めぐり」バスツアー
を開催。「大河ドラマ館」
では、浜松でのロケ地
や直虎ゆかりの地を紹
介するコーナーなど
ゆっくり見学でき、歴史
ドラマの世界を堪能しました。井伊直虎が眠る寺、井伊家40
代の祖霊を祀る菩提寺である「龍潭寺」は、本堂、開山堂、御
霊屋などの６棟は県指定文化財にも認定、庭園は小堀遠州

　７月7日タレント 久保ひとみさんの講演会
「～テレビ・ラジオの楽しい裏話～」を開催。
テレビで見るままの元気で笑顔いっぱいの
久保ひとみさんが登場しただけで、会場が
和やかで楽しい雰囲気につつまれました。久
保さんの地元、浜松ならではの学生時代の
話、タレントになるための努力などの話、ま
た天気予報の読み上げや食レポの実演体
験をグリーン友の会会員が久保さんと一緒
にやってみたりして楽しいひと時をすごしま
した。

　８月6日中東遠地域が、大地真央主演「ふるあめりかに袖はぬら
さじ」音楽劇という形で上演の舞台を、明治座へ観劇。
　８月１７日静岡地域と東部ブロック（裾野・御殿場）で、「八月納涼
歌舞伎」観劇ツアーに行ってきました。
　「八月納涼歌舞伎」第二部“修善寺物語”新歌舞伎の傑作と“東
海道中膝栗毛”染五郎の弥次さん・猿之助の喜多さんの珍道中を
ミステリー仕立ての奇想天外なお芝居で、オーディエンスによって
結果が変わる演出で最後は弥次喜多の宙乗りで飛んでいく、ずっ
と笑いぱなしの舞台でした。歌舞伎観劇の前には、築地場外市場
に行ってお寿司を食べたりして築地を散策した方、また歌舞伎座
ギャラリーに入って歌舞伎の雰囲気をひと足早く先取りした方、銀
座通りぶらり散策したりとプチ観光ができた観劇ツアーでした。

賀茂地区 退福共・ろうきんグリーン友の会 合同バス旅行

西遠地域ろうきんグリーン友の会

ろうきんグリーン友の会「観劇ツアー / 県主催」

退福共・ろうきんグリーン友の会　地区の活動報告

旅だよりⅤ

■吉良上野介義央公木像

■西尾城

■茶室（不信庵）

■茶ぼーず

■
抹
茶
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

■西尾まーちゃ

の作庭と伝えられ、その
美しさから国指定名勝に
認定、東海一の名園で心
穏やかな時間を過ごしま
した。さらに神秘の大鍾
乳洞「竜ヶ岩洞」へ、洞内
は年中18℃で、当日の気
温は30℃を超える暑い
日でしたが、マイナスイオ
ンをたっぷり浴びながら

癒しの一時を過ごしました。バス車中ではビンゴ大会やカラ
オケ大会で大いに盛り上がり賀茂地区退福共とろうきんグ
リーン友の会合同バスの旅を無事終えることが出来ました。
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①趣味：ゴルフ、野球観戦、旅行
②モットー：謙虚に目立たず、でも隠れずに
③最近感動したこと：
　長男の勤務地で訪れた「称名滝」の景色
④最近失敗したこと：
　ＪＴのプルームテックを（某委員長）から買ったが、
　使い方をよく聞かずに使い3箱をムダにしたこと

沼津地区労福協：事務局長
出身組織：全矢崎労働組合沼津支部
役職名：支部執行委員長

岩滝　昌章
 イワタキ　    　 マサアキ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.26

人物登場

ま
た
、
女
性
の
強
み
で
あ
る
「
口
コ
ミ
」

が
こ
こ
で
も
功
を
奏
し
て
い
き
ま
す
。

　
友
達
が
友
達
を
誘
い
ま
す
。「
観
劇
ツ

ア
ー
」
に
加
え
て
、
国
内
旅
行
に
と
ど
ま

ら
ず
「
海
外
旅
行
」
も
始
ま
り
ま
す
。
そ

こ
で
登
場
し
て
く
る
の
が
「
ト
ラ
ベ
ル
フ

リ
ー
積
立
」
で
す
。

　
順
調
に
見
え
た
会
員
拡
大
に
は
、
問
題

も
あ
り
ま
し
た
、
年
会
費
１
０
０
円
は
安

く
て
入
会
し
や
す
い
反
面
、
集
め
る
こ
と

が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
年
１
０

０
円
を
持
っ
て
労
金
に
来
る
と
い
う
会
員

は
い
ま
せ
ん
。
講
演
会
、
カ
ル
チ
ャ
ー
、

バ
ス
ツ
ア
ー
と
い
っ
た
行
事
に
参
加
す
る

会
員
は
参
加
の
つ
い
で
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
役
員
、
友
人
、
グ
ル
ー
プ
の
善

意
に
頼
っ
て
や
っ
と
半
数
集
ま
れ
ば
良
い

方
と
い
う
の
が
実
態
で
し
た
。「
私
は
３
人

分
立
て
替
え
る
わ
」「
私
は
５
人
分
よ
」
こ

ん
な
役
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
会
員
拡
大
の
目
玉
だ
っ
た

事業団体職員・労福協役員へ

ろ
う
き
ん
グ
リ
ー
ン
友
の
会

何
故
、
グ
リ
ー
ン
友
の
会
な
の
か 

運動継承！

贈る言葉●

は
ず
の
１
０
０
円
に
対
し
、「
安
い
」「
安

い
か
ら
」「
安
す
ぎ
る
」「
１
０
０
円
で
は

何
も
で
き
な
い
」
等
々
と
い
う
意
見
が
出

始
め
ま
し
た
。
１
０
０
円
会
費
に
つ
い
て

の
考
え
方
も
、
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

し
た
。
会
費
は
通
信
費
を
含
む
活
動
費
と

い
う
考
え
と
、
通
信
費
は
、
労
働
金
庫
の

チ
ラ
シ
な
ど
と
併
せ
て
送
付
し
、
労
金
利

用
を
積
極
的
に
働
き
か
け
る
と
い
う
考
え

方
と
に
大
別
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
考
え
方
の
相
違

は
、
友
の
会
発
足
の
意
義
を
理
解
す
る
上

で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
た
め
、
疎
か

に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
発
足
か
ら
１０
年
、
地
区
の
活
動
な
ど
対

応
の
仕
方
が
異
な
る
の
は
当
た
り
前
で
す

が
、
基
本
的
な
考
え
方
は
、
同
じ
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
回
　
第
３
回
目
は
、
す
べ
て
の
会
員
が

口
座
を
も
ち
会
費
の
引
き
落
と
し
を
口
座

振
替
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
づ
く

野村　好得氏
元ろうきんグリーン友の会県連絡会、
静岡県退福者福祉協議会事務局長で、
お話好きで、面倒見が良く、
多くの方から信頼を得ていた方でした。

VOL
2 

＝
第
２
回
目
　

会
員
拡
大
と
お
楽
し
み
積
立
＝

　
年
会
費
１
０
０
円
と
い
う
低
料
金
の
会

費
が
魅
力
で
会
員
は
拡
大
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
に
参
加
し
て
も

堅
苦
し
さ
も
な
く
、「
観
劇
ツ
ア
ー
」
は
安

く
、
お
弁
当
は
特
製
、
飲
み
物
、
お
土
産

付
と
参
加
者
が
増
え
続
け
盛
況
を
博
し
て

い
き
ま
す
。

　
バ
ブ
ル
景
気
の
真
っ
た
だ
中
、
夫
の
給

料
が
口
座
振
込
に
な
り
、
預
金
管
理
者
は

主
婦
の
役
割
に
な
り
ま
し
た
。
や
り
く
り

の
た
め
の
主
婦
の
向
学
心
は
旺
盛
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
金
融
機
関
へ
の
関
心
は

高
く
、「
少
し
預
金
し
よ
う
」「
お
楽
し
み

積
立
だ
と
、
観
劇
も
温
泉
も
い
け
る
ね
」

と
い
う
声
が
広
が
り
、
一
年
に
一
回
実
施

さ
れ
る
観
劇
ツ
ア
ー
の
費
用
に
充
て
る
た

め
の〈
観
劇
積
立
〉は
、
何
と
参
加
者
の

８０
％
の
方
の
契
約
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

’

　みなさんこんにちは、沼津地区労福協事務局長を

しています全矢崎労組沼津支部の岩滝です。2013

年に前任の森事務局長から引継ぎ5年目を迎えてお

ります。東部の中核都市である沼津市は東日本震災

以降、特に沿岸部を中心に人口流出が続いており、県

内でも毎年人口減少ワースト1～2位に名を連ねて

いる地域でありますが、近年は沼津駅周辺の再開発

や東名、新東名のスマートインターの開通もあり、こ

れから新商業施設の建設などにより郊外の住宅開発

が進んでいます。また沼津は海産物の豊かなところ

でもあり、週末の沼津港には県内外から1500～

2000人くらいの方が観光に訪れており一番の観光

資源となっております。悪いようで、見方を変えると

大きな「のびしろ」もあるのがこの地域であります。

　そんな背景の中、沼津地区労福協として行政要望

では「沼津駅の高架化の推進」と「駅周辺整備事業」に

よる街の活性化や「子育て支援」「学びの場の環境改

善」「婚活活動に対する支援依頼」など少子高齢化、人

口減少に対する要望、また未組織労働者対策として、

県中西部より活動が弱いとされている「勤労者共済

会事業の活性化に向けた協議」「フードドライブの実

施」などを主に要請活動を行っています。地区独自の

活動としては、5月にソフトボール大会、10月に綱

引き大会があります。昨今は平均年齢も上がってき

ておりケガをされる方が増え、全労済にお世話にな

るケースがあるため、参加者には「親睦が目的である

こと」を強調し自制を促しております。昨年度は初め

ての試みとして、2014年7月沼津駅にオープンした

「ラクーンよしもと」の講演を105名ほどで開催し

ましたが、テレビで見る芸人さんが目の前に現れる

興奮と面白さで、「幸福度ナンバー1」行事となりま

した。沼津駅周辺の活性化のためにも、今後継続して

いくことになると思います。

　私の簡単な紹介ですが、学生時代は野球を通じ人

間形成をしてきました。集団行動や人は理不尽な事

で動かされるといった運動部では良くある事に慣れ

育ってきたおかげと、矢崎に入ってから良い意味で

厳しい先輩に恵まれたことで、この労働組合の活動

にも自然と溶け込み、役員を続けられたかと思いま

す。良い結果も悪い結果も出してきましたが、中学、

高校、若手社員時代で学んだことを、改めて振り返り

思い出させて頂きました。お陰さまで、普段はあまり

多くを考えず、欲張らず、眼の前の事を淡々とこなし

ていくようにしています。今後も一喜一憂せず、派手

なガッツポーズは禁止の人生で良いかなと思ってい

ます。
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田方地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

島田榛北地区労福協 地域・地区労福協活動紹介湖西地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

　 ７ 月 2 9 日（ 土 ）1 0 時 よ り 、島 田 市 地 域 交 流 セ ン タ ー
「 歩 歩 路 」に て「 セ カ ン ド ラ イ フ セ ミ ナ ー 」を 開 催 し
ました。本セミナーは静岡地域・志太榛原地域合同の
企画として中部地区４か所で開催しました。島田・榛
北 地 区 は 榛 南 地 区 と 共 催 で 開 催 し 、定 年 ま で あ と 数
年の方29名に参加いただきました。
　 セ ミ ナ ー で は 、退 職 後 の ラ イ フ プ ラ ン と し て 公 的
年 金 制 度 の 説 明 と 資 産 運 用 の 重 要 性 、退 職 後 の ろ う
き ん 取 引 継 続 利 用 に つ い て を ろ う き ん マ ネ ー ア ド バ
イ ザ ー が 説 明 し ま し た 。そ の 後 に 退 職 後 の 保 障 見 直
しについて全労済が説明しました。
　 公 的 年 金 の み で は 豊 か な セ カ ン ド ラ イ フ を 迎 え る
こ と が で き な い こ と 、ま た 保 険 の 見 直 し や 資 産 運 用
の重要性を講演していただき理解を深めました。
　 参 加 い た だ い た 方 々 は 熱 心 に メ モ を 取 り 、自 身 の
ラ イ フ プ ラ ン に つ い て 真 剣 に 考 え て い る 様 子 で し
た 。ろ う き ん・全 労 済 か ら も 今 回 の セ ミ ナ ー を 受 け
て 、今 後 各 個 人 の ラ イ フ プ ラ ン に 合 わ せ て 個 別 に 相
談 さ せ て い た だ き た い と の 提 案 が あ り 、参 加 い た だ
いた方の満足度は高かったと感じます。

　 去 る ７ 月 1 2 日 、湖 西 地 区 労 福 協 四 役 に て 認 定 Ｎ Ｐ
Ｏ 法 人 の 認 定 を 静 岡 市 か ら 受 け た「 フ ー ド バ ン ク ふ
じのくに」へ視察研修に行ってきました。
 ま ず 、午 前 中 は Ａ Ｌ Ｗ Ｆ ロ ッ キ ー セ ン タ ー に て

「フードバンクふじのくに」鈴木事務局次長より講義
を い た だ き ま し た 。講 義 内 容 は 、設 立 の 趣 意 、貧 困 者
の状態と課題、市町との連携、活動事例等と多岐に渡
る も の で あ り 、そ の 内 容 は 私 達 に 新 鮮 で 良 い 学 習 の
機会となりました。

　７月18日、函南町立丹那幼稚園に
おいて絵本寄贈式を行いました。
田 方 地 区 労 福 協 で は 、地 域 社 会 へ の
貢 献 活 動 と し て 、伊 豆 の 国 市・伊 豆
市・函 南 町 の ２ 市 １ 町 の 幼 稚 園・保
育 園 へ 絵 本 の 贈 呈 を 平 成 1 9 年 度 か
ら 実 施 し て い ま す 。本 年 度 も 函 南 町
内 に 所 在 す る 幼 稚 園・保 育 園 合 わ せ
て 1 0 施 設 へ 各 １ 万 円 相 当 の 絵 本 を
贈呈させて頂きました。
　 贈 呈 式 で は 、濵 田 会 長 よ り 労 福 協
の 活 動 を 案 内 し た 後 、児 童 に「 本 を
読 む と お 利 口 に な り 、物 知 り 博 士 に
な れ ま す 。本 が 好 き な 子 に な っ て 下
さい」と呼び掛けました。
　 当 日 、森 函 南 町 長 も 寄 贈 式 に お 越
し頂き、「函南町内にある『知恵の和
館 』に は 絵 本 を 含 め 、た く さ ん の 施
設があるので、利用してお利口さん

セカンドライフセミナー

絵本寄贈式を行いました
に な っ て 下 さ い 」と あ い さ つ を 頂 き
ました。
　 絵 本 は 、濵 田 会 長 と 平 田 事 務 局 長
に よ っ て 、年 長 ３ 人 の 園 児 に 手 渡 さ
れました。
　 園 児 た ち は「 あ り が と う ご ざ い ま
す 。」と 感 謝 の 言 葉 を 述 べ る と 共 に 、
お 礼 に 年 長 ３ 人 、年 中 ７ 人 で「 ヤ ッ
ホ ッ ホ 夏 休 み 」を 歌 っ て く れ ま し
た。
　 寄 贈 式 終 了 後 、濵 田 会 長 に よ り 、
寄 贈 し た 絵 本 の 中 か ら「 き り ん で す
け ど 」の 読 み 聞 か せ を 行 な い 、園 児
た ち か ら は 質 問 が 挙 が る ほ ど 熱 心
に聞き入っていました。
　 今 後 も 地 域 社 会 へ の 貢 献 活 動 の
一 環 と し て 、２ 市 １ 町 の 幼 稚 園・保
育 園 に 絵 本 を 届 け て い き た い と 思
います。

「フードバンクふじのくに」の視察研修

月  日 曜日  開催時間    催事（イベント）        会場（場所） 　　参加資格・参加費など　　　主　催 　　　　　　　　備　考

10
月

11
月

12
月

焼津社会福祉協議会

志太地区労福協

志太地区労福協

志太地区労福協

東遠地域労福協

沼津地区労福協

田方地区労福協

島田市

長泉  花いっぱい倶楽部

連合志太榛原地協

東遠地域労福協

静岡地域労福協

東遠地域労福協

静岡地区労福協

志太榛原地域労福協

焼津市総合福祉会館

藤枝市役所

焼津市役所

大東総合運動場

大仁ボウル

金谷夢づくり会館

静岡がんセンター周辺道路

島田市大井川緑地公園

東京ディズニーリゾート

掛川市生涯学習センター

グランシップ

パークスGC

東京ディズニーランド

東京ディズニーランド

どなたでも

地区労福協役員

会員とその家族有料

会員のみ‐有料

地区労福協役員

会員

どなたでも

会員のみ‐無料

会員・家族無料

会員のみ‐有料

入場整理券要 無料

入場整理券が必要

会員有料

会員

会員・家族有料

福祉まつりふれあい広場

会員交流バスツアー

綱引き大会

行政要望提出

第29回綱引き大会

ボウリング大会

金谷文化産業祭

長泉 花いっぱい倶楽部

列島クリーンキャンペーン

ディズニーバスツアー

9:00～

16:45～

9:30～

14：00～

9:00

9:00

18：00～

10：00～

9：00

9：30～

18:00

18:00

18:15～

終日

15

18

21

21

27

28

28

31

3

11

19

25

28

30

7

16

16

日

水

土

土

金

土

土

火

金

土

日

土

火

木

木

土

土 お問合せ先　
志太榛原地域労福協　☎054-645-2333

労福協及び福祉団体の
会員勤労者で構成するチーム

会員のみ
１チーム　4,000円

地域・地区労福協の活動予定

　 ま た 、午 後 は「 フ ー ド
バ ン ク ふ じ の く に 」の 事
務 所 兼 倉 庫 を 訪 問 し 、現
場 を 視 察 し ま し た 。決 し
て 広 く な い 倉 庫 で あ り ま
す が 、食 料 品 の 安 全 確 保
と 効 率 的 な 仕 分 け・管 理
等 を 視 察 し ま し た 。ま
た 、視 察 中 に は 、近 隣 市
町 職 員 が 食 料 品 の 受 け 取
り に 来 訪 さ れ 、皆 さ ん が
提 供 し た 食 料 品 の 流 れ を
視察することができました。
　最後に、私達の現在の活動が上限ではなく、今後も
工 夫 し な が ら 出 来 る こ と を 見 つ け て い く 必 要 が あ り
ます。また、同時に貧困者への食料品の提供に留まら
ず、社会復帰する支援も課題であると認識しました。
湖 西 地 区 労 福 協 と し て も 、引 き 続 き 相 互 扶 助 社 会 の
実現に向け取組を進めていきたいと考えます。

お問合せ先　
志太地区労福協　☎054-645-2333

お問合せ先　
志太地区労福協　☎054-645-2333

お問合せ先　
掛川地区労福協　☎0537-61-2122

お問合せ先　
掛川地区労福協　☎0537-61-2122

お問合せ先　
掛川地区労福協　☎0537-61-2122

志太地区労福協では
お菓子くじの販売をします

お問合せ先　
志太地区労福協　☎054-645-2333

お問合せ先　
田方地区労福協　☎0558-99-9800

お問合せ先　
沼津地区労福協　☎055-921-1400

お問合せ先　
静岡地区労福協　☎054-269-4628

お問合せ先　
静岡地域労福協　☎054-269-4628

お問合せ先　
島田榛北地区労福協　☎0547-36-7371

三島地区労福協長泉支部として参加

志太榛原地域労福協・連合志太榛原地協  
合同の清掃活動

お問合せ先　三島地区労福協　☎055-955-7670
　　　　　　田方地区労福協　☎0558-99-9800

お問合せ先　三島地区労福協　☎055-955-7670
　　　　　　田方地区労福協　☎0558-99-9800

行政要望提出市長
との懇談会

ホテルランチバイキングと
トヨタ記念館

特種東海製紙（株）
三島工場体育館

東遠地域労福協
ソフトボール大会

三島地区労福協  
田方地区労福協

富士通㈱
沼津工場体育館

東京ディズニーリゾート
バスツアー

三島地区労福協　
田方地区労福協

アル―フセミナー
「野村忠宏」

福祉とくらしのセミナー  
舞ノ海秀平氏

東遠地域労福協
チャリティゴルフ大会

親子ふれあい
ディズニーツアー
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　事務員として3年目になります。
地域・地区とともに、色々な行事を開
催しています。役員の方々からの沢
山のご協力感謝しております。会員の
皆様に喜んでいただけるよう微力な
がら活動を盛り上げていきたいと思い
ます。事務所は掛川駅南口から徒歩
約5分ほどです。近くにお越しの際に
は是非、お立ち寄り下さい。

事務局員紹介
掛川地区労福協

■中西理事長のごあいさつで、「労働者福祉運動は、社
会運動です。福祉が向上することは社会を良くするこ
とにつながる。だから、労福協会員の枠の外にいる会員
以外の人も含めた活動・運動が大切です。」と。本当にそ
のとおりと思い、理事長の考え、すごくいいと思いまし
た。　　　　　　　　　　　　　 静岡市葵区　石井様

■全労済のマイカー共済で最大割引率が適用されるよ
うに日頃の運転には注意をしなければならないと思い
ました。　　　　　　　　　　　　　 磐田市　鈴木様

■「労福協だより」初めて見させて頂きました。労金や
全労済の活動を知る事が出来ました。又、静岡ユニオン
トラベルという旅行分野がある事を初めて知りまし
た。個人旅行のツアーなどもありましたら教えて下さ
い。　　　　　　　　　　　　 静岡市清水区　青木様

■「労福協だより」初めて手にしました。読んでいて
「フードバンク」がとても気になりました。私は食事を
する時、きらいな食材がないので残すという事はあり
ません。でも台所の収納を見ると食料品が多く残って
います。もったいないと思い、使わない物はぜひ「フー
ドバンク」に協力できたらなと思いました。　　　　　
　　　　　　　 　　　　　　静岡市清水区　長谷川様

■「今からはじめる老い支度」を読み、気になりつつも
先延ばしにしている終活に関し、まだ元気で物忘れの
少ない内に取りかからなくてはと後押ししてもらいま
した。沼津で連続講座も開催されるので、行ってみるつ
もりです。　　　　　　　　　　　 　沼津市　大塚様

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問をお寄せください。
掲載させていただいた方には粗品をプレゼント！

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。
クイズの答はメッセージにお願いします。

○周智郡森町  宮脇　春代 様
○富 士 市  髙澤　順也 様
○磐 田 市   大庭砂裕美 様
○藤 枝 市　宮﨑　幸子 様
○袋 井 市　寺田　和紀 様

（１）  B：67回
（２）  C：64％
（３）  C：8月1日～31日

応募総数 56通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々が当選されました。おめでとうございます。

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様に２ ，  ０００円の UCギフトカードを差し上げます。また、ご意見・
ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え

当選者

■締 切 日　２０１7年11月17日（金）まで　[ 消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円を
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

❶全労済静岡県本部は７月３１日にレセプションを
開催しました。創立何周年のレセプションでしたか？
　Ａ：４０周年　Ｂ：５０周年　Ｃ：6０周年
❷川勝県知事へ８月３日に県労福協で要請を行い
ました。何項目の要請を行ったでしょうか？
　Ａ：４項目　Ｂ：5項目　Ｃ：6項目
❸島田榛北地区労福協では７月２９日にセミナーを
開催しました。何のセミナーだったでしょうか？
　Ａ：ファーストライフセミナー　Ｂ：セカンドライフセミナー　Ｃ：サードライフセミナー

氏　名／井藤　佳苗
血液型／ A 型
趣　味／

いとう かなえ

ハンドメイド

旅行プラン
企画

会議会場
手配

チケット
手配

お弁当
手配

ギフト
カード
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労福協だより

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

検索サイトからもご覧いただけます

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Autumn 2017

2017秋号

だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

労福協

事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ
シリーズシリーズシリーズ運動継承！運動継承！運動継承！

贈る言葉贈る言葉贈る言葉
事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

生活底上げ・共助拡大キャンペーン生活底上げ・共助拡大キャンペーン

対県知事要請・第10回ロッキー奨学金授与式対県知事要請・第10回ロッキー奨学金授与式

静岡労済通常総代会・
全労済静岡県本部代表者会議
静岡労済通常総代会・
全労済静岡県本部代表者会議

全労済創立60周年レセプション全労済創立60周年レセプション

労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ

県生協連 第52回通常総会県生協連 第52回通常総会

地域地区労福協活動紹介地域地区労福協活動紹介

第13回川柳募集第13回川柳募集

フードバンクふじのくに活動状況フードバンクふじのくに活動状況

ユニオントラベルお薦めの旅ユニオントラベルお薦めの旅

ALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせ

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.26
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.26
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.26

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.26
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